
様式 A  基礎数学（宮崎／松田／吉田／横谷／有本） 

科目にかかわる情報 

科目の 

基本 

情報 

授業科目 

（欧文） 

基礎数学 

Fundamental Mathematics 
単位 ４ 

一般・専門の別・ 

学習の分野 

一般・自然科学系基礎・ 

共通 
授業形態・学期 講義・通年 

対象学生 １年全学科 
必修・必履修・ 

履修選択・選択の別 
必履修 

担当教員・所属 有本，吉田，松田，横谷，宮崎・総合理工学科先進科学系 

科目の 

学習・ 

教育内 

容にか 

かわる 

情報 

基礎となる学問分野 数物系科学／数学／数学基礎 

学習教育目標との関

連 
本科目は一般科目学習目標「① 確かな基礎科学の知識修得」に相当

する科目である。 

技術者教育 

プログラムとの関連 

本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（Ａ）技術に関する基礎知

識の深化」である。 

授業の概要 

この科目は，２年生以降で習う数学はもちろん専門科目等を学ぶ上で

基礎となるもので，２次方程式や２次不等式の解法，２次関数， 指数・

対数関数，三角関数などの初等的な関数の基本的な性質，グラフと方程

式・不等式との関係，また数列の考え方等を学ぶ。 

学習目的 
中学校までに習った数学の内容を受けて，これを更に発展させ， 今後

習う数学や専門科目に必要な基礎知識を習得することを目的とする。 

到達目標 

１．因数分解を理解し，基本的な方程式が解ける。 

２．２次関数，指数・対数関数，三角関数などの初等的な関数を理解し，

基本的な計算ができる。 

３．平面図形の方程式が理解できる。  

履修上の注意 学年の課程修了のためには，本科目の履修が必要である． 

履修のアドバイス 

必ず予習・復習を行うこと。特に予習を中心とする学習を勧める。理

解を深めるために，教科書の問題はもとより問題集の問題も数多く解い

てほしい。 

基礎科目 中学校までに習った数学 

関連科目 基礎数学演習（1 年）  

 

 

 

 

様式 B  基礎数学 Ⅰ（宮崎／松田／吉田／横谷／有本） 

授業にかかわる情報 

授業の方法 学生の理解を確認しながら，授業を進める。 



授 

業

計 

画 

開講週 内容〔項目〕（指示事項） 

前 

期 

１週 

   ２週 

３週 

４週 

５週 

６週 

７週 

８週    

  ９週 

１０週 

１１週 

１２週 

１３週 

１４週 

１３週 

１４週 

 
１５週 

・ガイダンス 

・数と式の計算１（教科書 p1－p33） 

・数と式の計算２ 

・数と式の計算３ 

・方程式１（教科書 p34－p59）！集合と命題は除く 

・方程式２ 

・方程式３ 

（前期中間試験） 

・答案の返却と解説  

・２次関数１（教科書 p71－p86） 

・２次関数２ 

・いろいろな関数１（教科書 p87－p100） 

・いろいろな関数２ 

・いろいろな関数３ 

・指数関数１（教科書 p101－p110） 

・指数関数２ 

（前期末試験） 

・前期末試験の答案の返却と解説 

後 

期 

１６週 

１７週 

１８週 

１９週 

２０週 

２１週 

２２週 

２３週 

２４週 

２５週 

２６週 

２７週 

２８週 

２９週 

 
３０週・ 

・対数関数１（教科書 p111－p122） 

・対数関数２ 

・三角比とその応用１（教科書 p123－p136） 

・三角比とその応用２ 

・三角関数１（教科書 p137－p152） 

・三角関数２ 

・三角関数３ 

（後期中間試験） 

・答案の返却と解説，・加法定理とその応用１（教科書 p153－p163） 

・加法定理とその応用２ 

・点と直線１（教科書 p164－p174） 

・点と直線２ 

・２次曲線１（教科書 p175－p193） 

・２次曲線２ 

（学年末試験） 

学年末試験の答案の返却と解説， 

教科書，教材等 教科書：新井一道 著 新基礎数学 （大日本図書） 



成績評価方法 

４回の定期試験（同等に評価し５０％）とレポート（５０％）の合計で評価す

る。詳細はルーブリックを参照すること。成績等によっては，再試験を行う（レ

ポート課題を課す）こともある。再試験は８０点を上限として本試験と同様に評

価する。試験には教科書・ノート等の持ち込みを許可しない。 

受講上のアドバイス 

必ず予習・復習を行うこと。特に予習を中心とする学習を勧める。分からない

ことは講義中に質問する，あるいは放課後に担当教員，友人あるいは先輩に聞く

などし，分からないまま放置しないこと。 

遅刻の回数が多い場合は，警告を行った後，欠席扱いとすることもある。 

 
 

ルーブリック 

 理想的なレベルの目安（優） 標準的なレベルの目安（良） 未到達レベルの目安（不可） 

評価項目 1 
因数分解，方程式，不等式に

関する応用問題を解くことが

できる。 

因数分解，方程式，不等式な

どの標準的な問題の計算が

できる。 

因数分解，方程式，不等式

などの標準的な問題の計算

ができない。 

評価項目 2 

２次関数，指数・対数関数，三

角関数などに関する応用問題

を解くことができる。 

２次関数，指数・対数関数，

三角関数などの初等的な関数

を理解し，基本的な計算がで

きる。 

２次関数，指数・対数関数，

三角関数などの初等的な関

数を理解し，基本的な計算が

できない。 

評価項目 3 

直線や２次曲線などの平面図

形の方程式が理解した上で，応

用問題も解くことができる。 

直線や２次曲線などの平面図

形の方程式が理解できる。 

直線や２次曲線などの平面

図形の方程式が理解できて

いない。 

評価割合 

 試験 その他     合計 

総合評価割

合 
50 50     100 

基礎的能力 50 50     100 

専門的能力        

分野横断的

能力 
       

 


